
JP 2011-196558 A 2011.10.6

10

(57)【要約】
【課題】制御基板の員数に合わせて小型化を図ることが
できる電装品箱を提供すること。
【解決手段】本発明の電装品箱は、発熱部品が実装され
る第１の制御基板を保持する第１の基板ホルダ部分を有
する第１の電装品箱部と、複数の電気部品が実装される
第２の制御基板を保持する第２の基板ホルダ部分を有す
る第２の電装品箱部とを備え、第１の基板ホルダ部分と
第２の基板ホルダ部分とが略平行となるように第１の電
装品箱部と第２の電装品箱部とを着脱可能に構成したこ
とにより、制御基板の員数に合わせて電装箱の固小型化
を図ることができ、ひいては、空気調和機の小型化を図
ることが可能である。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
発熱部品が実装される第１の制御基板を保持する第１の基板ホルダ部分を有する第１の電
装品箱部と、複数の電気部品が実装される第２の制御基板を保持する第２の基板ホルダ部
分を有する第２の電装品箱部とを備え、前記第１の基板ホルダ部分と前記第２の基板ホル
ダ部分とが略平行となるように前記第１の電装品箱部と前記第２の電装品箱部とを着脱可
能に構成したことを特徴とする電装品箱。
【請求項２】
前記第１の電装品箱部と前記第２の電装品箱部のいずれか一方に爪を設け、他方に前記爪
を受ける爪受け穴を設け、前記爪の近傍に爪抜け防止の突起を設けることを特徴とする請
求項１に記載の電装品箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空気調和機等に搭載する電装部品を収納する電装品箱に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、空気調和機の制御を行なうための電装品箱は、発熱部品が実装される第１の制御
基板を保持し、圧縮機と送風ファンとを仕切る仕切板の上部に設置される第１の基板ホル
ダと、発熱部品でない部品が実装される第２の制御基板を保持し、前記仕切板の前記圧縮
機側に前記第１の基板ホルダに対して略水平に設置される第２の基板ホルダと、前記第１
の制御基板に取り付けられ、前記仕切板の前記送風ファン側に突出する放熱フィンとを備
えるものである（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図４は、従来の空気調和機の電装品箱の構造の一例を示す分解斜視図である。図４に示
すように、電装品箱１０１は、樹脂を材料とし互いに平行に近くなるように一体成型され
る、第１の基板ホルダである基板ホルダ１０２と第２の基板ホルダである基板ホルダ１０
３とから構成される。
【０００４】
　また、第１の制御基板１０４は、発熱部品１０５を含む複数の電気部品が実装され、基
板ホルダ１０２に取り付けられる。制御基板１０４には、放熱フィン１０６が取り付けら
れ、発熱部品１０５からの熱を放出する。第２の制御基板１０７は、複数の電気部品１０
９が実装され、基板ホルダ１０３に設けられるスロット１０８に挿入される。このため、
制御基板１０４と制御基板１０７とは、互いに略水平になるように設置される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００８－２６１５０８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記従来の電装品箱では、２つの制御基板仕様を前提にしているため、
１つの制御基板のみ使用する場合、電装品箱の制御基板収納を基板ホルダ部分が不要とな
るが、電装品箱全体としては樹脂一体成型されているためにこれ以上小型化することがで
きない。ひいては、空気調和機の小型化を図ることができない。
【０００７】
　本発明は、上記課題を解決するためになされたもので、制御基板の員数に合わせて小型
化を図ることができる電装品箱を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
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　前記従来の課題を解決するために、本発明の電装品箱は、発熱部品が実装される第１の
制御基板を保持する第１の基板ホルダ部分を有する第１の電装品箱部と、複数の電気部品
が実装される第２の制御基板を保持する第２の基板ホルダ部分を有する第２の電装品箱部
とを備え、第１の基板ホルダ部分と第２の基板ホルダ部分とが略平行となるように第１の
電装品箱部と第２の電装品箱部とを着脱可能に構成したことにより、制御基板の員数に合
わせて電装箱の固小型化を図ることができ、ひいては、空気調和機の小型化を図ることが
可能である。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は、制御基板の員数に合わせて小型化を図ることができる電装品箱を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の本実施の形態１における電装品箱を有する室外機の正面図
【図２】同実施の形態１における電装品箱の分解斜視図
【図３】同実施の形態１における電装品箱のＡ－Ａ断面図
【図４】従来の電装品箱の構造を示す分解斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　第１の発明の電装品箱は、発熱部品が実装される第１の制御基板を保持する第１の基板
ホルダ部分を有する第１の電装品箱部と、複数の電気部品が実装される第２の制御基板を
保持する第２の基板ホルダ部分を有する第２の電装品箱部とを備え、第１の基板ホルダ部
分と第２の基板ホルダ部分とが略平行となるように第１の電装品箱部と第２の電装品箱部
とを着脱可能に構成したことにより、制御基板の員数に合わせて電装箱の固小型化を図る
ことができ、ひいては、空気調和機の小型化を図ることが可能である。
【００１２】
　第２の発明の電装品箱は、特に第１の発明において、第１の電装品箱部と第２の電装品
箱部のいずれか一方に爪を設け、他方に爪を受ける爪受け穴を設け、爪の近傍に爪抜け防
止の突起を設けることにより、容易に装着できるが、脱着は爪を手で押すなどの動作を必
要とし爪外れにより脱落を防止することが可能となる。
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、この実施の
形態によって本発明が限定されるものではない。
【００１４】
　（実施の形態１）
　図１は、本実施の形態の電装品箱を有する空気調和機の室外機１０の正面図である。図
１に示されるように、電装品箱１は、室外機１０の内部の、圧縮機１１と送風ファン１２
とを仕切る仕切板１３の上部に収納されている。
【００１５】
　また、制御基板７は、仕切板１３の圧縮機側の空間に配置される。放熱フィン８は、基
板ホルダ２に設けられる開口部１５から仕切板１３の送風ファン１２側の空間に突出する
。このため、送風ファン１２がファンモータ（図示せず）に駆動されることにより、放熱
フィン８からの放熱が促進される。なお、制御基板３、制御基板５、圧縮機８、ファンモ
ータ１４はハーネスなどによって接続される。
【００１６】
　また、図２は、本発明の実施の形態である空気調和機の電装品箱の構造を示す分解斜視
図である。図２に示すように、第１の電装品箱部１aと第２の電装品箱部１ｂとは、樹脂
を材料とし別々に成型される、第１の電装品箱部１ａは、第１の制御基板３ａホルダであ
る基板ホルダ２ａから構成され、第２の電装品箱部１ｂは第２制御基板３ｂホルダである
基板ホルダ２ｂとから構成される。
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【００１７】
　第１の制御基板である制御基板２ａは、発熱部品４を含む複数の電気部品が実装され、
基板ホルダ２ａに取り付けられる。制御基板３ａには、放熱フィン５が取り付けられ、発
熱部品４からの熱を放出する。
【００１８】
　第２の制御基板である制御基板１ｂは、複数の電気部品６が実装され、基板ホルダ２ｂ
に取り付けられる。このため、制御基板３ａと制御基板３ｂとは、互いに略水平になるよ
うに設置される。
【００１９】
　また、第２の電装品箱部１ｂには一体成型された複数の爪６が設けられ、第１の電装品
箱部１ａには電装箱２の爪を受けて保持する爪受け穴８が設けられ、第２の電装品箱部１
ｂを第１の電装品箱部１aへ取り付けることを可能としている。
【００２０】
　また、図３は、本発明の実施の形態である空気調和機の電装品箱の構造を示す断面Ａ－
Ａ図である。図３に示すように、２つの電装品箱を爪と近傍に爪抜け防止の突起９を設け
て容易に装着できるが、脱着は爪７を手で押すなどの動作を必要とし爪外れにより脱落を
防止することが可能としている。
【００２１】
　以上のように、この構成によれば制御基板の員数に合わせて電装箱の小型化を図ること
ができ、圧縮機１１、仕切板１３、室外機１０の背面（図示せず）、側面１６などにより
できた空間に、電装品箱１を効率よく収納することができるため、室外機１０の小型化が
可能となる。
【産業上の利用可能性】
【００２２】
　本発明にかかる電装品箱は、電装品箱の小型化が可能である効果を有し、空気調和機の
電装品箱として有用である。
【符号の説明】
【００２３】
　１ａ　第１の電装品箱部
　１ｂ　第２の電装品箱部
　２ａ　第１の制御基板用ホルダ
　２ｂ　第２の制御基板用ホルダ
　３ａ　第１の制御基板
　３ｂ　第２の制御基板
　４　発熱部品
　５　放熱フィン
　６　電装部品
　７　爪
　８　爪受け穴
　９　突起
　１０　室外機
　１１　圧縮機
　１２　送風ファン
　１３　仕切板
　１５　開口部
　１６　室外機の側面
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